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１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

　体験プログラム、食事メニュー、映像コンテンツの開発については、予定どおりの成果をあげることができ、内容的にも非常に充実したものとなっている。
売上、宿泊数の目標については、新型コロナの影響もあり軒並み減少となってしまい目標達成には至らなかったものの、新型コロナ対策についての取り
組みは進めることができている。
　しかしながら、農泊の中心的役割を担う中核法人設立の見込みがたっていないことから、低調と評価する。今後、目標達成に向けた取り組みの改善が
求められる。

　農泊の中心的役割を担う中核法人設立の見込みがたっていない。

　代表を中心にまとまり、発展できるビジネスモデルを作る必要がある。
　また、今後の新型コロナの動向は未だ不透明であることから、海外や都市部からの滞在者ではなく、県内の中高生の修学旅行の受け入れに取り組むこ
とも考えられる。
　具体的には、金沢市をはじめ加賀エリアの生徒を招くことはできないか。例えば、福井県では、嶺南と嶺北の地域間で中学校及び高校の生徒が互いの
地域に滞在し合い相互に学びを深めている。新型コロナ感染症への対応が、県外に向けられていた意識を県内や自らの地域に向ける機会を生み自分
の県を深く知ることにつながっている。
　　コロナ禍にあるからこそ実現し得る取り組み、そのような発想も視野に入れ目標達成に向けた改善に努めることを期待する。

○　令和3年12月9日、農政局による現地指導を行った。協議会関係者が集まり意見交換を実施。
　　　中核法人につていは、今後、「株式会社あすなろ」が農泊の中核法人として担うこととし協議会で承認を受けることを確認した。
　　　また、コンテンツの充実に関して、
　　　・穴水町で女性マタギを行っている福岡氏が中心となって体験プログラムの開発に取り組まれること
　　　・カヤック体験、サップ体験は、「ここに来て宿泊することで可能となる時間帯の体験に希少性がある」ことを前面に出すなどPRの方法を工夫するこ
        とで、新たな集客が見込めるのではないか等のアドバイスを行った。

○　令和3年度の評価は、地域の売上高　目標200万円、実績216万円(達成率108%)、延べ宿泊者数　目標200人、実績186人　(達成率93%)、体験プ
      ログラム数　目標8、実績8 (達成率100%)と目標を達成した。
　　　また、「株式会社あすなろ」が農泊の中核法人として位置付けられる（協議会の承認を得る）に至った。

農山漁村振興交付金（農泊推進対策）　重点指導結果

事業実施主体名：能登あなみず農泊推進協議会

事業採択
年度

取組概要（農泊推進事業・人材活用事業） 取組概要（施設整備事業（活性化整備計画に基づかない））

R2年度
農泊推進事業、事業コンセプトの設定とブランディング戦略の
策定、里海の魅力を活かした体験プログラムの開発等
人材活用事業、専門家の指導によるコンテンツの磨き上げ等

-


